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会 議 次 第 

 

１．開  会  （進行：加藤振興課長）                   １３：００～ 

 

２．由利地域協議会長あいさつ 

    我々、地域協議会委員の任期も６月までとなり、今回が最後の協議会となります。 

由利地域の様々な課題などを取り上げ、１８年度には地域の課題である４項目を提案書と 

して提出した。昨年の１１月頃、さきがけ新聞にも掲載されていたが、合併と地域づくりを 

   考えてみると、合併しない小規模な町や村の方が元気があるのではとの記事があった。 

    山形の金山町、長野の栄村など、小規模の自治体は、住民と行政がお互いに顔がみえると 

   いうか、相談に行きやすい関係が構築されている。以前も話しましたが、地域の自治区とい 

   うか、地域の課題を話し合うため、岩手の一関市から視察に見えられた。一関市の状況等を 

   聞いたが、地域自治区内で独自に使える予算が１億で、支所長の権限で出来ることの内容で 

   あった。由利本荘市は当初１千万円が支所長専決で実施できた予算が、今は半額の５百万円 

となっている。この予算は今後もっと進めていくことも地域のためには大事である。 

 特にこの由利地域は、昭和の合併で合併した旧３村ごとの振興はかかせない。広域的行政、

速やかな一体性、効率のいい合併などと言われてきたが、住民と行政の人間関係が一番大事 

であると、この４年間でつくづく思いさせられた。今後、どういう形でなるのかわからないが、

新しい２期目の委員が選出されると思います。 

 ２月１６日に、各地域協議会の会長、副会長会議があった。どこの地域も、出席者が少な 

く２期目の委員の委嘱方法の話が出た。３０人という委員数がはたして必要なのか等の話題 

での会議であった。 

 また、２月２４日には、農山農村フォーラムがあり、副会長と出席してきた。これからの 

地域活性化について、遠藤章博士のネームバリューを活用したら？、観光ではプロのガイド 

がいないので観光振興面がうまくいっていないのではないか。藤里町では１５名以上でガイ 

ドが有料ですが、付いて観光地を回ってくれるサービスがあると講師からの話であった。 

由利本荘市では日本で最初の遊休農地のない市にすればどうか？との提言もあった。 

 ４年間皆様にはご難儀等お掛けしました。ありがとうございました。 

 ２期目も委嘱を受けた方には、頑張っていただきたい。 

 

 



３．由利本荘市理事あいさつ 

１７年に合併して以来、皆様には地域の課題や市の施策などの協議を熱心にして頂きまして、

お礼申し上げます。 

今、市議会３月定例会会期中であり、新年度予算、補正についてなど審議されております。 

補正については、今年度は変わっており、定額給付金で１４億８千万、景気刺激策の臨時対 

策交付金で１０億４千７百万円などが２０年度の補正で提案されているものです。例年の３月 

定例会の補正は、予算の減額が主なものであり当年度の補正がこんなに多いのは初めてである。

定住自立圏の１億７千万円、２１年度で行う３０億の繰り越し分を含め、２０年度の予算が 

当初４７０億だったのが３月末で５５０億までふくれあがっている。また、２１年度の当初予 

算審議が終了しないうちに、２１年度補正がきている状況。これは、雇用対策関係の予算であ 

り、２１，２２年度併せて９億の予定である。 

１００年に一度の厳しい状況を脱却するため、ご理解、ご協力をお願いしたい。 

４年間、本当にお疲れ様でした。ありがとうございました。 

 

４．行政報告  由利地域市政懇談会開催状況報告  ～振興課 佐藤主査 

      別紙 資料① により説明 

 

５．案 件  ～進行：佐藤千秋会長                    １３：４０～ 

  （議事録署名人 新田亨委員、庄司和夫委員） 

 

（１）平成２１年度当初予算状況・臨時交付金予算状況について 

①当初予算（案）の概要、臨時交付金の説明  

   資料②に基づき、小松由利総合支所長が説明 

 ②由利総合支所の主な事業説明 

資料②に基づき、振興課加藤課長が振興課の主要事業の説明 

        市民課佐藤課長が市民課の主要事業の説明 

        福祉保健課土田課長が福祉保健課の主要事業の説明 

        産業課三浦課長が産業課の主要事業の説明 

        建設課鎌田課長が建設課の主要事業の説明 

        教育学習課伊藤主席参事が教育学習課の主要事業の説明 

（佐藤時男）２１年度予算について、全体、各課の状況を説明頂いたが、本来であれば骨格が通常 

予算になった。新しい市長の施策を反映するための留保予算はあるのか？ 

（回 答）継続事業がほとんどであり、通常予算とした。留保財源としては基金が９億ある。 

（木内 進）臨時交付金は２１年度へ繰り越しとなるが、契約もずれこむのか？ 

（回 答）建設課は３月中に契約済み。福祉、産業、学校関係等は２１年度繰り越しになる。 

     最終日の議会に繰り越すことの議案上程を予定している。 



 

（須田 昭）今、新市長が決まるわけですが、独自の施策がある場合は余裕があるのか？ 

 （回 答）佐藤時男さんの回答と同じです。 

（二見美代子）Ｐ２６のペンション四季に４１万円の予算がついているが今後どのようになるのか？

 （回 答）ご承知のとおり昨年の秋から休業状態。市としてこれを民間で利用してくれる方がい 

     ないか模索している。４１万円は電気料等、最低限の維持管理経費として計上している。

（畑中喜輝）住民自治活動支援交付金ですが、今は集落世帯数により平等に出しているのか？ 

 （回 答）世帯数で定められた額で、申請があった集落に交付している。 

（佐々木量一）由利本荘市では定額給付金の交付はいつ頃か？また、消防新庁舎建設の進捗は？ 

 （回 答）給付金は２３日から申請受付開始となり、１回目の交付は４月１０日を予定している。

消防新庁舎建設事業は、当初２２，２３年度となっていたが、にかほ市との広域消防 

組合案も検討されている。にかほ市との協議後に行われる。 

（須田 昭）Ｐ１７の地域福祉計画策定事業の具体的な進め方は？ 

 （回 答）福祉支援課で進めている。委員の方を募って進めていくことになる。 

（須田 昭）今年度中に策定するのか？ 

 （回 答）いずれ年度内の策定を目指している。 

（木内 進）Ｐ２３のまちづくり交付金事業ですが、用地買収もこの金額に含まれているのか？ 

      また、Ｐ２７の事務局費とは？ 

 （回 答）用地買収費については詳しい資料をもっていなくわかりません。 

      事務局費とは、臨時職員の賃金で一般的な事務費となっている。 

（二見美代子）ごみ袋が新しくなってから１年が経つが、効果というかどの位ごみが減ったのか？ 

       また、経済効果はあったのか？ 

 （回 答）お配りした別添の表によればごみの量は減っているが、経済効果はわからない。 

（木内 進）当初可燃・不燃ゴミ袋だけの値上げだったのが、今は資源ゴミ袋も値上げになっている。

      どうしてか？ 

 （回 答）可燃、不燃袋は手数料が含まれている。資源ゴミ袋は手数料は含まない。 

      資源ゴミ袋については、一切市ではこういう値段で売ってくれと言われなく、業者で 

値段をつけている。市からはもう少し安くとしかいえない。 

（佐々木量一）ごみ袋が入れにくい。のらネコがいて袋を破いている。ネコなどが寄ってこない臭 

いを付けるなど何らかの対策をしてはどうか。 

 （回 答）モニターを募集して今のゴミ袋に決定した。ロール式の方が便利そうだということで 

      今の袋が採用された。可燃ゴミ袋を黄色にしたのは、どこかの市で研究し黄色がカラ 

スが近づかない効果があるとの結果で黄色にした。破れやすいのは、燃やすときは袋を

破くため破けやすい材質にした。ネコ対策はご意見として承ります。 

（木内 進）資源ゴミ袋の製造メーカーは１社だけか？ 

 （回 答）仙台の業者１社です。 

（木内 進）１円でも手数料を取って市の財源を潤わせるため、市で作るべきでは？ 

 （回 答）ご意見として承ります。 

 



（佐藤かう）旧由利町のゴミの出し方は、模範的なことをやっていると言われている。 

      出し方が厳しくなったとか、特に市街の方から言われているみたいだが、個人個人の 

      意識で違っている。破けやすいのは入れ方にも問題があるし、私は古着を袋の回りに 

      覆い出している。また、全国的な例をみても由利本荘市は資源ゴミの対策が遅い。 

      温暖化なども言われており環境問題にはきちんと取り組んでもらいたい。 

 （回 答）意見として承ります。 

（徳山洋一）文化複合施設事業については、市民から不平不満が多く出ている。もっと各地域協議 

会の意見を聞きながら進めていく必要があったのでは？その意見を吸い上げて実施し

てもらいたかった。 

（回 答）意見として承ります。 

（佐藤会長）時間もかなり経過しているので、次の案件に移ります。 

 

（２）由利本荘市地域自治区（地域協議会）の概要等について 

～資料③に基づき、振興課 佐藤主査が説明 

（佐藤主査）資料は以上ですが、地域協議会会長、副会長会議の報告や、冒頭の会長あいさつでも 

      言われましたが、次期（２期目）の地域協議会の定数等も含めて、佐藤会長からお願 

いいたします。 

（佐藤会長）冒頭にも言いましたが、先般、各地域協議会会長、副会長会議が行われ、次期の委員 

定数を各地域協議会委員の皆さんの意見等を聞きながら決めて頂きたいとのことでし

た。定数はこの位で望ましいと思われることを皆さんより出して頂ければと思います。

各地域では１５名程度という意見が多かったように思いますがどなたかありませか？ 

特にないようですので、由利地域協議会では１５名程度としてよろしいでしょうか？ 

（委員全員）異議無し 

（佐藤会長）では由利地域協議会は１５名が適正とします。 

      次にその他に入ります。事務局よりお願いします。 

（事務局）事務局では特にありません。 

（市民課長）すみませんが、最後にゴミ袋の件で連絡があります。４月中旬から資源ゴミ袋のミニ 

      が出ます。可燃ゴミ、不燃ゴミのミニも１０月に予定されています。 

（庄司和夫）最後に確認したいことがありますがよろしいでしょうか？ 

      飯沢集落で今年要望した農地水向上対策の件ですが、できるのかできないのかはっき 

りしてほしい。あいまいな回答だと集落で予算など計上しにくい。 

（産業課長）産業課で個別に対応しますので後で詳細にお知らせします。 

（佐藤会長）すみませんが、他の会議もあるため中座いたします。議長は副会長が引き続き行いま 

すのでよろしくお願いします。 

（佐藤イネ子）雇用対策金関係が２１、２２年度に予定されていると説明を受けましたが、今は特 

に就職難の時代であり、今後卒業する学校生徒のために先を見通して計画をたてても

らいたい。 

（回 答）承りました。 

 



（佐藤時男）幹事会でも話をしましたが、地域協議会委員の任期は６月といわず、新年度新規一転 

      年度当初からスタートすることはできないのか？ 

 （回 答）条例上の任期は４年間であり、附則がないので４年間経過しなければ条例違反となる。

      市長が新しくなってから、新しい委員を選任する。内容、方法、進め方などは次期開 

催まで検討していきます。 

（木内鉄男）合併して４年が経った。合併してから住民からアンケートを取ったことはあるのか？ 

      良くなったところも不憫していること、悪いところも様々住民は思っていると思う。 

      農産物の生産している方にとっては地元のＰＲが不足している。米でも野菜でも合併 

前は由利町産と言っていたが、今は何と言えばいいのか？ 

（回 答）ただの「由利産」は確かに見えにくい。にかほ市も含めた由利地域と捉えられる。 

     ネーミングも大事。アピール制もあるし、機会があるたびに勉強していきたい。 

     貴重な意見として承ります。 

（矢萩富貴）この由利地域協議会の４年間を振り返ってみて、宝物というか成果は水辺プラザ整備 

      事業であると思われます。旧西滝沢小学校の跡地を活用し、子吉川が流れ、桜並木が 

すばらしく豊かな自然があり、水辺プラザからの発信は、更なるプラスになる大事な 

ことがあると思われます。広報にも掲載されていましたが、由利小学校はかせクラブ 

の全国大会など、この水辺プラザの成果を今後もなお一層活かしていく、マクロ的な 

地域づくり、指導者など人的環境面、地域の人が地域のために、暖かい地域発展に繋 

がっていくことが大事と思います。 

 （回 答）おっしゃるとおりであります。水辺プラザも来年度で施設の整備が終わり、事業とし 

て完了となりますが、今後の活用が大事であります。より一層利用されるよう検討し 

ていきたい。 

（佐藤かう）女性の力でなお一層盛り上げていくようお願いしたい。 

（徳山副会長）時間が過ぎておりますので、この辺で終わりたいと思います。 

（振興課長）最後に小松由利総合支所長より終わりのあいさつがあります。 

（支所長）合併してから４年、皆様には地域振興のため、多くの協議・提言を頂きありがとうご 

ざいました。協議会の成果の一例として水辺プラザ整備があげられましたが、南由利 

原の移動通信用鉄塔施設整備、市道ニタ子線や市道明法黒沢線の改良整備促進もまた 

然りであります。改めて４年間ありがとうございました。総合支所としても住みよい 

由利の地域づくりに一層努めてまいりますので、今後もご指導くださいますようお願 

い申し上げ、終わりのあいさつといたします。 

 

                                 ～終了 １５：３０ 

 

 

会 議 の 資 料 別紙のとおり 
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